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金
沢
学
院
大
・
短
大
の
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
は
八
月
十

一
日
行
わ
れ
、
約
三
百
人
の
高

校
生
が
訪
れ
、
体
験
授
業
の
受

講
や
学
内
施
設
見
学
を
し
て
、

大
学
・
短
大
生
活
を
体
験
し
て

い
ま
し
た
＝
写
真
＝
。 

 

大
学
は
文
、
経
営
情
報
、
美

術
文
化
の
三
学
部
七
学
科
、
短

大
は
二
学
科
に
分
か
れ
て
実

施
し
ま
し
た
。
大
学
で
は
「
日

本
文
学
科
で
何
を
学
ぶ
か
」

「
ビ
ジ
ネ
ス
ゲ
ー
ム
に
挑
戦
」 

「
ウ
ェ
ブ
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

講
座
」
な
ど
の
体
験
授
業 

が
行
わ
れ
高
校
生
は
熱
心
に

受
講
し
て
い
ま
し
た
。 

 

短
大
で
は
「
異
文
化
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
「
芭
蕉
と
金

沢
」
「
わ
か
り
や
す
い
健
康
な

食
生
活
」
「
簡
単
な
ク
ッ
キ
ー

作
り
」
な
ど
の
体
験
授
業
を
行

い
、
参
加
し
た
高
校
生
の
興
味

を
誘
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

の
一
環
と
し
て
金
沢
東
高
校

美
術
文
化
コ
ー
ス
の
二
年
生

十
八
人
が
訪
れ
、
先
輩
か
ら
作

品
の
思
い
、
何
を
表
現
し
た
か 

 

三
年
生
十
人
が
、
今
春
訪
れ

た
広
島
を
研
究
テ
ー
マ
に
、
平

和
記
念
公
園
や
原
爆
ド
ー
ム

な
ど
を
見
て
感
じ
た
平
和
へ 

金
沢
学
院
大
美

術
文
化
学
部
美
術

工
芸
学
科
三
年
生

（
油
絵
）
の
研
究
発

表
展
は
八
月
六
日

か
ら
十
二
日
ま
で
、

金
沢
市
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
香
林
坊
２
１

で
開
か
れ
、
自
ら
の

感
性
を
研
ぎ
澄
ま

し
た
風
景
画
な
ど

が
展
示
さ
れ
ま
し

た
。 

の
立
場
か
ら
研
究
発
表
し
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

 

橋
本
澄
夫
、
東
四
柳
史
明
、

高
澤
裕
一
、
藤
則
雄
の
各
教
授

が
基
調
報
告
の
講
演
を
行
い
、

清
水
宣
義
、
馬
場
先
恵
子
の
二

助
教
授
が
問
題
提
起
を
し
ま

し
た
。
全
体
討
論
で
は
石
崎
建

治
助
教
授
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
務
め
、
六
人
の
先
生
方

が
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

 

会
場
に
は
熱
心
に
メ
モ
を

取
る
市
民
ら
が
詰
め
掛
け
、
歴

史
の
各
時
代
に
道
の
役
割
が

変
化
し
て
き
た
と
す
る
意
見

に
、
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。 

文化財学科が公開講座 

村田教授ら先生方から講評を受ける作者の三年生と

見学の東高校生 

美術工芸学科油絵３年生 

学
院
大
美
術
文
化
学
部

夏
に
学
ぶ 

の
思
い
、
復

興
ぶ
り
、
心

象

を

作

品

に

表

現

し

ま
し
た
。 

 

初

日

の

六

日

に

は

夏

休

み

の

特
別
授
業 

「
広
島
」
の
心
象
描
き
、
研
究
発
表 

作
者
１
０
人
が
東
高
校
生
に
語
る

っ
た
の
か
な
ど
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。 

 

村
田
省
蔵
教
授
ら
が
研
究

テ
ー
マ
や
作
品
の
意
図
に
つ 

い
て
解
説
し
、
学
生
、
高
校
生

に
留
意
点
や
作
品
と
し
て
感

じ
取
っ
て
ほ
し
い
点
な
ど
細

か
く
説
明
し
て
い
ま
し
た
。 

 

金
沢
学
院
大
の
公
開
講
座
「
北

陸
道
の
歴
史
と
風
景
」
は
八
月
六

日
、
金
沢
市
の
県
立
美
術
館
ホ
ー

ル
で
市
民
ら
約
二
百
人
が
参
加

し
て
開
か
れ
、
美
術
文
化
学
部
文

化
財
学
科
の
教
員
が
、
北
陸
道
の

古
代
か
ら
現
代
ま
で
の
歴
史
、
役

割
を
考
古
学
や
文
献
史
学
な
ど 

「
北
陸
道
の
歴
史
と
風
景
」
に
２
０
０
人 

県
立
美
術
館
ホ
ー
ル 

大
勢
の
市
民
ら
熱
心
に 

 

ギ
ャ
ラ
リ
ー 

香
林
坊
２
１ 

 

わ
れ
た
「
職
人
大
学
校
」
に
参

加
し
、
篆
刻
（
て
ん
こ
く
）
を

体
験
し
ま
し
た
＝
写
真
＝
。 

 

美
術
工
芸
学
科
の
平
木
孝

志
助
教
授
の
指
導
で
、
留
学
生 

ジ
ャ
パ
テ
ン
留
学
生 

本
学
で
篆
刻
体
験 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｔ

―
世
界
留
学
生
交
流
・
い
し
か

わ
２
０
０
３
―
に
参
加
し
た

留
学
生
の
中
か
ら
十
五
人
が

八
月
六
日
、
金
沢
学
院
大
で
行 

は
、
本
学
学
生
の
手
助
け
を
受

け
な
が
ら
篆
刻
に
取
り
組
み
、

「
馬
」
「
心
」
「
山
」
「
木
」
と

い
っ
た
「
変
形
」
文
字
に
挑
ん

で
い
ま
し
た
。
留
学
生
は
半
紙

に
捺
印
し
た
篆
刻
を
平
木
助

教
授
に
「
う
ま
い
、
い
い
で
き

だ
ね
」
と
ほ
め
ら
れ
る
と
大
喜

び
し
て
い
ま
し
た
。 

大学・短大生活を体験

オープンキャンパスに 300 人 

 


